
地
下
鉄
大
江
戸
線

延
伸
早
期
実
現
を

地
下
鉄
大
江
戸
線

延
伸
早
期
実
現
を

●
既
存
路
線
バ
ス
の
バ
ス
停
等
と
当
該
地
域
を
巡

　回
す
る「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
導
入
に
よ
る
改
善

　に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

●「
乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
導
入
に
つ
い
て
は
、実
証
実

　験
を
順
次
実
施
し
、評
価
結
果
を
踏
ま
え
、利
用

　状
況
に
よ
っ
て
は
路
線
の
見
直
し
や
廃
止
を
含

　め
た
検
討
を
行
う
。

●
利
用
者
の
利
便
性
確
保
の
た
め
、車
椅
子
利
用

　や
続
行
便
に
よ
る
対
応
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　※

居
住
者
に
ニ
ー
ズ
の
高
い
鉄
道
駅
へ
運
行

　

　す
る
路
線
バ
ス
を
対
象
と
す
る
。

大
泉
地
域
に「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
を
！

高齢者の方のために
憩いの場を提供します。

情報発信の場を
提供します。

暮らしやすいまちをつくる！
高齢者が

　高齢者の健康や教養を図るため、高齢者センターは、筋力
向上トレーニングなど介護予防事業を推進するため、介護予
防拠点を備えた高齢者センターを、大泉地域に整備促進を
しています。

世代間の交流を
目的とした事業を
行います。

高齢者の方のために
憩いの場を提供します。

世代間の交流を
目的とした事業を
行います。

情報発信の場を
提供します。

豊
玉
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

　地域の協力を得て
かねてから計画して

い

ました、弁天池の再
現と橋戸田んぼが出

来、

地域の小学校の児童
が稲刈りを行いまし

た。

大
泉
町
に
児
童•

生
徒
の
環
境
学
習•

田
ん
ぼ
が
出
来
、稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
！

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
新
規
導
入

に
よ
る
改
善
を
検
討
！

　環
境•

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
学
習
や
展

示
コ
ー
ナ
ー
、み
ど
り
豊
か
な
地
域
性

と
の
調
和
を
図
り
、緑
化
推
進
や
地

球
温
暖
対
策
に
貢
献
出
来
る
施
設
、情

報
の
受
発
信
、次
世
代
の
循
環
型
社
会

を
支
え
る
人
材
の
教
育
拠
点
と
し
て
、

大
泉
地
域
に
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

を
、整
備
促
進
を
し
て
い
ま
す
。

西部地区に医療体制周産期医療•
小児科医療などの促進を！（ 　　　　　　　　　　）

循
環
型
社
会
を
つ
く
る
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
は
、環
境
配
慮
の
拠
点

大
泉
地
域
に「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」

の
整
備
を
！

循
環
型
社
会
を
つ
く
る
安
心
で

快
適
な
暮
ら
し
は
、環
境
配
慮
の
拠
点
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練
馬
区
議
会
議
員 

練
馬
区
・
監
査
委
員

か
し
わ
ざ
き
強つ

よ

し

岩手県人会 理事
長野県人会 顧問
大江戸線延伸議員連盟 幹事
東京練馬西ロータリークラブ 会員
練馬区大泉町 4 丁目町会 会長
株式会社かしわざき創業（21 歳）

自
民
党

どんなご相談でも…

かしわざき強事務所
〒178-0062 東京都練馬区大泉町 4-34-5
Tel：03-3924-7789　 Fax：03-3924-7729

かしわざき強のホームページ ➡➡➡  http://www.netsenkyo.jp/kashiwazaki

常任委員会 文教児童青少年委員会　委員
特別委員会 交通対策等特別委員会　委員
各種委員会 青少年問題協議会

新
年
を
迎
え
て
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TOPICS

練馬区議会 自民党 〒 176-8501　練馬区豊玉北 6-12-1
TEL 03-5984-1012 FAX 03-3993-1190

URL  http://www.nerima-jimin.com
MAIL nerima.jimin@jcom.home.ne.jp

▶地域医療計画（素案）
▶スタンドパイプの配備
▶北朝鮮のミサイル発射に対して断固抗議
▶暴力団排除条例

練
馬
区
地
域
医
療
計
画

（素案）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

日
本
で
、再
び
、平
和
の
祭
典
を
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し

断
固
抗
議
す
る
決
議
を
行
い
ま
し
た
!!

自
民
党
が
要
望
!!

新
し
い
招
致
ロ
ゴ
は
、

2
0
2
0
年
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、

世
界
中
の
人
々
を
つ
な
い
で
ゆ
き
ま
す
。

2
0
2
0
年
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

日
本
に
!

経済対策

行政改革

教育対策

安全安心対策

練
馬
区
議
会
議
場
に
て

潮目が変わった!

新たな決意で ! 17 名の練馬区議会自民党議員団

自民党がやります!

1 

医
療
連
携
体
制
の
整
備

♥�（
仮
称
）医
療
連
携
連
絡
会
の
設
置

区
内
病
院
の
医
療
連
携
担
当
者
を

構
成
員
と
す
る
連
絡
会
を
設
置
し
、

病
院
間
の
医
療
連
携
機
能
を
有
機

的
に
構
築
し
ま
す
。

♥��

疾
病
ご
と
の
医
療
連
携
の
推
進

脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾
病
ご
と

に
医
療
連
携
を
推
進
し
、
切
れ
目
の

な
い
医
療
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

2 

医
療
提
供
体
制
の
整
備

♥��

病
床
の
確
保

既
存
病
院
の
増
床
や
新
病
院
の
整
備

に
よ
り
、
区
に
不
足
す
る
病
床
を
確

保
し
、
医
療
環
境
の
向
上
を
図
り
ま

す
。
新
病
院
に
つ
い
て
は
、
2
0
0

床
以
上
の
規
模
の
病
院
を
2
カ
所
増

や
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医
療
環

境
を
整
え
ま
す
。

♥��

国
・
東
京
都
へ
の
要
請
活
動

国
・
東
京
都
に
対
し
、
病
床
数
に
関

す
る
法
規
制
の
見
直
し
な
ど
を
引
き

続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

3 

医
療
と
保
健
・
福
祉
の
連
携

♥��

在
宅
療
養
推
進
協
議
会
の
設
置

医
療
・
介
護
の
関
係
者
に
よ
る
協
議

会
を
設
置
し
、
情
報
共
有
や
連
携
の

た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

♥��

在
宅
療
養
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

在
宅
療
養
に
取
り
組
ん
で
い
る
医
療

機
関
な
ど
を
中
心
に
、
関
係
者
に
よ

る
事
例
検
討
会
や
多
職
種
間
の
連

携
を
深
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

♥��

が
ん
精
密
検
査
結
果
把
握
事
業

検
査
結
果
の
分
析
な
ど
を
行
い
、
が

ん
検
診
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

4 

災
害
時
医
療
救
護
体
制
の
確
立

♥��

災
害
医
療
運
営
連
絡
会
・

専
門
部
会
の
開
催

医
療
救
護
活
動
な
ど
を
統
括
・
調
整

す
る
た
め
に
医
学
的
助
言
を
行
う
、

災
害
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中

心
と
し
た
災
害
医
療
体
制
を
検
討
し

ま
す
。

♥��

災
害
医
療
救
護
訓
練
の
実
施

医
療
救
護
所
の
立
ち
上
げ
・
運
営
を

中
心
と
し
た
訓
練
を
、
関
係
機
関
と

と
も
に
実
施
し
、
災
害
時
の
医
療
提

供
体
制
を
確
認
・
検
証
し
ま
す
。

練
馬
区

暴
力
団
排
除
条
例

制
定
さ
る
!

区
は
、
区
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た

め
、
地
域
医
療
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
、そ
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る

「
練
馬
区
地
域
医
療
計
画
（
素
案
）」
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し

ま
す
。
今
後
、
区
民
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意

見
を
伺
い
、
今
年
の
3
月
に
計
画
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

北
朝
鮮
が
、
我
が
国
を
は
じ
め
と
す
る

国
際
社
会
が
、
北
朝
鮮
に
再
三
に
わ
た
り

強
く
自
制
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
12

月
（
2
回
目
）
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
強
行

し
ま
し
た
。
日
本
や
東
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の

平
和
と
安
定
を
損
な
う
行
為
で
あ
り
、
断

じ
て
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

練
馬
区
議
会
は
、
第
4
回
定
例
議
会
に
お

い
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
厳
重
に
抗
議
し
、

ミ
サ
イ
ル
発
射
お
よ
び
核
実
験
を
今
後
行

わ
な
い
よ
う
強
く
求
め
、
決
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
採
決
に
あ
た
っ
て
、
ネ
・
市
・
ふ

会
派
（
5
名
）
が
反
対
し
ま
し
た
。

（
決
議
文
は
練
馬
区
議
会
自
民
党
お
よ
び

練
馬
区
議
会
の
H
P
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

区
が
区
民
、
警
察
等
と
連
携
し
て

暴
力
団
排
除
活
動
に
取
り
組
む
と
い

う
強
い
意
思
を
表
す
こ
と
に
よ
り
、
区

民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
施
行
期
日
は
、
平
成
25
年

4
月
1
日
で
す
。

自
民
党
は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
で
使

用
す
る
資
器
材（
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
）を
各
町
会
、

防
災
会
へ
の
配
備
を
区
長
に
求
め
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
は
、
道
路
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
消
火
栓
」
に
差
し
込
み
、
ホ
ー
ス
を

繋
い
で
、
水
道
の
圧
力
だ
け
で
消
火
活
動
に
必

要
な
水
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
器
材
で
、
消
防

車
が
入
れ
な
い
よ
う
な
狭
隘
地
域
で
も
、
消
火

栓
が
あ
れ
ば
こ
の
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
を
差
し
込

み
、
消
火
栓
の
蛇

口
を
開
く
こ
と
で
、

簡
単
に
放
水
で
き

ま
す
。
特
に
、
災

害
時
の
地
域
住
民

に
よ
る
初
期
消
火

活
動
に
大
変
有
効

で
す
。（
写
真
）

地
域
医
療
企
画
調
整
課

（
区
役
所
東
庁
舎
6
階
）

☎
5
9
8
4
︱
1
0
8
6

問
合
せ

4
つ
の
柱
で
計
画
目
標
の

実
現
に
取
り
組
み
ま
す


